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令和元年度農地パトロール

　
地
域
の
集
ま
り
の
中
で
、

「
と
ん
ど
焼
き
」
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
声
が
上
が
っ
た
の
が

始
ま
り
で
、
40
年
ぶ
り
に
復

活
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　
復
活
か
ら
今
年
で
11
年
目
と
な
り
、

約
２
５
０
人
が
見
物
に
来
る
ま
で
に

な
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
行
事
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
３
年
目
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
統
行
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
大
と
ん
ど
に
加
え
て
、
干

支
と
ん
ど
も
作
り
ま
し
た
。
始
め
た

頃
は
、
特
撮
も
の
に
出
て
く
る
怪
獣

に
似
せ
た
り
し
、
子
ど
も
た
ち
も
非

常
に
喜
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。

　
保
存
会
は
、
水
利
組
合
が
中
心
と

な
り
、
自
治
会
、Ｊ
Ａ
高
倉
支
部
で
構

成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
18
人
い
ま
す
。

　
第
２
回
目
の
「
元
気
フ
ァ
ー
マ
ー
ず
！
訪
問
記
」

は
、
高
倉
水
利
組
合
と
ん
ど
保
存
会(

小
林
会
長)

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
と
ん
ど
焼
き
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ど
ん
と
焼

き
や
ど
ん
ど
焼
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。）
は
、

１
月
15
日
頃
に
神
社
や
お
寺
で
よ
く
見
か
け
る
、

し
め
縄
や
門
松
な
ど
お
正
月
の
飾
り
物
を
焼
く
行

事
で
、
農
地
で
行
う
こ
と
は
最
近
で
は
め
ず
ら
し

く
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
同
保
存
会
で
は
「
と
ん

ど
焼
き
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

元気ファーマー　

訪問記　 第２回
ず！

　
と
ん
ど
焼
き
の
当
日
に
、
朝
か
ら

大
と
ん
ど
を
作
り
上
げ
ま
す
が
、
干

支
と
ん
ど
は
、
年
末
に
３
日
ほ
ど
か

け
て
作
り
ま
す
。

　
し
め
縄
を
投
入
し
た
大
と
ん
ど
を

燃
や
し
、
恵
方
に
倒
す
時
は
、
非
常

に
迫
力
が
あ
り
、
見
物
人
か
ら
歓
声

と
拍
手
が
上
が
る
ほ
ど
で
、
感
動
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
で
11
年
目
。
始
め
た
頃
９
歳

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
成
人
を
迎

え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
た

ち
が
こ
の
地
域
の
伝
統
行
事
を
引
き

継
い
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

  「
高
倉
と
ん
ど
焼
き
」に
つ
い
て
は
、

高
倉
水
利
組
合
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
は
高
倉
地
区
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
地
区
の
農
家
数
は
、
他
の
地

区
と
比
較
し
て
も
決
し
て
多
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
水
利
組
合
が
行
う

朝
市
「
高
倉
と
れ
と
れ
青
空
市
場
」

や
今
回
取
材
を
し
た
「
高
倉
と
ん

ど
焼
き
」
な
ど
、
地
域
協
働
は
活

発
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
取
材
を
行
い
、
改
め
て
貴

重
な
農
地
を
守
る
立
場
と
し
て
、

高
倉
地
区
の
多
彩
な
取
り
組
み
は
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
み

を
是
非
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

編
集
後
記

今年の干支の子（ねずみ）とんど

市本庁舎ロビーにも展示

都 市 農 地 育 て 豊 か な ま ち づ く り

ねやがわし
農業委員会だより

第 8 5 号
発　　行

寝 屋 川 市 農 業 委 員 会

寝屋川市本町１番１号
（事 務 局）

TEL 072（825）2746（直通）
FAX 072（825）2638

メールアドレス ： noui@city.neyagawa.osaka.jp

はちかづきちゃん ねや丸くん
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面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数

面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数
農転等手続しない実施予定 実施済

1号遊休2号遊休

無断転用

農転等手続済

2号遊休管理不全 1号遊休

原状回復なし
農転等手続予定

原状回復あり

経過観察（課税変更なし）
遊休農地

認定（課税変更あり）

（単位：㎡）【結果詳細（指導対象農地）】

　
農
業
委
員
会
で
は
、
８
〜
９
月
に

か
け
て
市
内
農
地
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
に
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
草

刈
等
の
保
全
管
理
だ
け
で
は
な
く
、

耕
作
を
再
開
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
例

年
ど
お
り
市
内
を
５
地
区
に
区
分
し
、

そ
の
地
区
内
の
担
当
農
業
委
員
を
中
心

に
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
成
し
巡
回
し
ま

し
た
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
１

号
・
２
号
遊
休
農
地
及
び
無
断
転
用
農

地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
て
事

情
聴
取
及
び
対
象
農
地
の
利
用
意
向
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
耕
作
が
再
開
さ
れ
な
い
・
事

情
聴
取
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
課
税

地
目
が
農
地
以
外
に
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
固
定
資
産
税
課
と
連
携
し
た
対
応

を
講
じ
て
い
ま
す
。

【１号遊休農地】
　 現に耕作の目的に供されておらず、かつ引き続き耕作の目的に供さないと見込まれる農地
【２号遊休農地】
　 その農業上の利用の程度がその周辺の地域における農地の利用の程度に比し著しく劣っていると
　 認められる農地
【管理不全】
　 耕作しているが雑草が繁茂する等、管理不全な農地

発見した遊休農地等の内訳（令和２年１月10日時点）

遊休農地の種別

令和元年度

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会

寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会

　
令
和
元
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、
今
年
も
農
業
ま
つ

り
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
11
月
17
日
（
日
）
打
上
川
治
水
緑
地
で
開

催
さ
れ
、
59
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、寝
屋
川
市
長
賞
に
中
村
治
彦
さ
ん
（
美
井
元
町
）

の
玄
米
、
大
阪
府
知
事
賞
に
堀
井
英
明
さ
ん
（
寝
屋
）
の
キ
ャ
ベ

ツ
が
選
ば
れ
、
11
月
29
日
（
金
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寝
屋
川
市
長
賞
［
玄
米
（
に
こ
ま
る
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
村
　
治
彦
（
美
井
元
町
）

大
阪
府
知
事
賞
［
キ
ャ
ベ
ツ
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
井
　
英
明
（
寝
屋
）

九
個
荘
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　
　
　［
さ
と
い
も
］

　
　
　
東
　
　
秀
明
（
仁
和
寺
本
町
）

 

寝
屋
川
市
農
政
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
　
　［
は
く
さ
い
］

　
　
　
濵
　
　
一
博
（
寝
屋
）

 

大
阪
府
農
業
共
済
組
合
組
合
長
賞
　
　
　
　

　
　
　［
キ
ウ
イ
］

　
　
　
瀧
口
　
滿
（
河
北
中
町
）

 

北
河
内
地
区
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
　
　［
さ
つ
ま
い
も
］

　
　
　
奥
野
　
清
一
（
田
井
町
）

 

努
力
賞
　
　
　［
さ
と
い
も
］

　
　
　
畠
中
　
貞
治
（
寝
屋
）

 

努
力
賞
　
　
　［
か
ぶ
ら
］

　
　
　
辻
本
　
　
通
（
寝
屋
）

寝
屋
川
市
議
会
議
長
賞

　
　
　［
パ
プ
リ
カ
］

　
　
　
家
原
　
傅
三
（
寝
屋
）

 

寝
屋
川
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　
　［
玄
米
（
に
こ
ま
る
）
］

　
　
　
枡
井
　
信
仁
（
太
秦
元
町
）

 

北
河
内
地
区
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会
会
長
賞
　
　
　
　
　
　

　
　
　［
大
豆
］

　
　
　
喜
多
　
康
紀
（
木
屋
元
町
）

 

北
河
内
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　
　
　［
し
ょ
う
が
］]

　
　
　
倉
内
　
　
勇
（
高
宮
）

令
和
元
年
度

《
敬
称
略
》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広瀬市長より表彰を受ける中村氏

来場者も投票に参加

上：指導前（遊休農地）
下：指導後（耕作再開）
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農地取得時の下限面積を協議
現行どおり20㌃で決定

　本市で農地を取得（賃借含む）する
場合には、現在耕作している農地（小
作により借り受けて耕作している農地
を含む）と新たに取得したい農地の合
算で、20㌃（2,000㎡）以上なければ
なりません。
　この20㌃の下限面積が適正であるの
か、８月に農政企画委員会を開催して
協議し、同月の農業委員会総会におい
て、現行どおりとすることを決定いた
しました。



　
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
決
定
か
ら
30
年
経
過
後

は
、い
つ
で
も
買
取
り
申
出
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
税
制
措
置
が
適
用
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、引
き
続
き
都
市
農
地
の
保
全
を
図
る
た
め
、

特
定
生
産
緑
地
制
度
が
創
設
さ
れ
、
市
は
所
有
者
の
意

向
に
基
づ
き
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、
買
取
り
申
出
が

可
能
と
な
る
時
期
が
10
年
延
伸
さ
れ
、
現
在
適
用
さ
れ

て
い
る
税
制
措
置
が
引
き
続
き
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
平
成
４
年
に
決
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
が
対
象
で
す
。
平
成
５
年
以
降
に
決
定
さ
れ
た
も

の
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
順
次
受
付
け
ま
す
。

※

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
は
、
都
市
計
画
決
定
か
ら
30

年
経
過
す
る
ま
で
に
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
30

年
経
過
後
は
、
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、か
つ
現
地
調
査
な
ど
の
結
果
、

生
産
緑
地
法
に
基
づ
く
指
定
可
能
な
農
地
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
申
出
に
基
づ
き
、
追
加
指
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
現
況
が
農
地
で
あ
る
こ
と
。

・
一
団
300
㎡
以
上
の
区
域
で
あ
る
こ
と
。（※

）

・
公
害
や
災
害
の
防
止
、
農
林
漁
業
と
調
和
し
た
都
市

環
境
の
保
全
な
ど
の
効
用
が
あ
り
、
公
共
施
設
な
ど

の
用
地
に
適
し
て
い
る
こ
と
。

・
用
排
水
な
ど
の
営
農
継
続
可
能
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。

※

「
同
一
の
街
区
」
ま
た
は
「
隣
接
す
る
街
区
」

に
存
在
す
る
複
数
の
農
地
で
合
計
面
積
が
300
㎡

以
上
と
な
る
も
の
（
一
団
の
農
地
を
構
成
す
る

個
々
の
農
地
の
面
積
は
100
㎡
が
下
限
）

　
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
及
び
生
産

緑
地
地
区
の
追
加
指
定
の
受
付
は
、

都
市
計
画
室
で
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

　
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、市
（
都

市
計
画
室
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
及
び
生
産

緑
地
地
区
の
追
加
指
定
に
関
す
る
ご

相
談
は
、
都
市
計
画
室
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
で
随
時
受
け
て
い
ま

す
。

【
都
市
計
画
室
】

　
寝
屋
川
市
役
所
本
庁
３
階

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

　
寝
屋
川
市
役
所
本
庁
１
階

『
特
定
生
産
緑
地
』

指
定
の
受
付
を

　
　行
っ
て
い
ま
す

『
生
産
緑
地
地
区
』

追
加
指
定
を

　
　行
っ
て
い
ま
す

相

　
　談

受

　
　付
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　第
38
回
寝
屋
川
市
農
業
ま
つ
り

が
、
11
月
17
日
（
日
）
打
上
川
治

水
緑
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　会

場
で
は
、
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
、
こ
の
日
の
販
売
に
合

わ
せ
て
栽
培
し
た
野
菜
等
を
、
夜

を
徹
し
て
収
穫
や
袋
詰
め
し
た
地

元
農
産
物
の
販
売
を
行
っ
た
ほ

か
、
連
日
に
わ
た
り
仕
込
み
作
業

を
行
っ
て
い
た
生
活
改
善
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
よ
る
、
か
や
く
ご
は
ん

等
の
農
産
物
加
工
品
等
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
来
場
さ
れ
る
大
人

だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に
来
ら
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
く
過
ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
風
船
を

ね
じ
っ
て
動
物
等
に
似
せ
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
と
い
っ
た
新

し
い
催
し
物
が
あ
り
、
開
始
前
か

ら
楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も
た
ち
の

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
人
気
を
博
し

て
い
ま
し
た
。

　来
場
者
か
ら
は
、「
毎
年
楽
し

み
に
し
て
来
て
い
ま
す
」
と
い
う

声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

賃借（旧小作）関係にある農地について
①　賃借（旧小作）関係にある農地を合意解約する場合は、解約した日の翌日から起算して 30 日以
内に農業委員会へ通知を願います。
②　賃借人（旧小作人）が死亡等の理由により変更になった場合は、農業委員会への届出を忘れずに行っ
てください。（相続が重なると手続きが煩雑になります。）

第 38 回寝屋川市農業まつりが開催第 38 回寝屋川市農業まつりが開催第 38 回寝屋川市農業まつりが開催
穏やかな晴天に恵まれ１万 1 千人が来場

寝屋川市農地の賃借料情報（10a あたり）
　農地法第 52 条の規定に基づき賃貸借された実勢の賃借料を集計しましたので情報提供します。賃
借料を決定する際の参考として御活用ください。
　なお、この「賃借料情報」は実勢の集計値であり、拘束力はありませんので、実際の契約の際には、
貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで締結してください。

地域
市内全域

平均額
20,766 円

最高額
35,361 円

最低額
10,588 円

データ数
24筆

第 号 ねやがわし農業委員会だより 令和２年２月85

地元農産物の販売（農研クラブ） ポン菓子の実演販売 農産物加工品の販売（生活改善クラブ）

子どもに人気のバルーンアート スーパーボールすくい（農業共済） 大学生によるパネル展示



面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数

面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数
農転等手続しない実施予定 実施済

1号遊休2号遊休

無断転用

農転等手続済

2号遊休管理不全 1号遊休

原状回復なし
農転等手続予定

原状回復あり

経過観察（課税変更なし）
遊休農地

認定（課税変更あり）

（単位：㎡）【結果詳細（指導対象農地）】

　
農
業
委
員
会
で
は
、
８
〜
９
月
に

か
け
て
市
内
農
地
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
に
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
草

刈
等
の
保
全
管
理
だ
け
で
は
な
く
、

耕
作
を
再
開
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
例

年
ど
お
り
市
内
を
５
地
区
に
区
分
し
、

そ
の
地
区
内
の
担
当
農
業
委
員
を
中
心

に
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
成
し
巡
回
し
ま

し
た
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
１

号
・
２
号
遊
休
農
地
及
び
無
断
転
用
農

地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
て
事

情
聴
取
及
び
対
象
農
地
の
利
用
意
向
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
耕
作
が
再
開
さ
れ
な
い
・
事

情
聴
取
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
課
税

地
目
が
農
地
以
外
に
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
固
定
資
産
税
課
と
連
携
し
た
対
応

を
講
じ
て
い
ま
す
。

【１号遊休農地】
　 現に耕作の目的に供されておらず、かつ引き続き耕作の目的に供さないと見込まれる農地
【２号遊休農地】
　 その農業上の利用の程度がその周辺の地域における農地の利用の程度に比し著しく劣っていると
　 認められる農地
【管理不全】
　 耕作しているが雑草が繁茂する等、管理不全な農地

発見した遊休農地等の内訳（令和２年１月10日時点）

遊休農地の種別

令和元年度

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会

寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会

　
令
和
元
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、
今
年
も
農
業
ま
つ

り
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
11
月
17
日
（
日
）
打
上
川
治
水
緑
地
で
開

催
さ
れ
、
59
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、寝
屋
川
市
長
賞
に
中
村
治
彦
さ
ん
（
美
井
元
町
）

の
玄
米
、
大
阪
府
知
事
賞
に
堀
井
英
明
さ
ん
（
寝
屋
）
の
キ
ャ
ベ

ツ
が
選
ば
れ
、
11
月
29
日
（
金
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寝
屋
川
市
長
賞
［
玄
米
（
に
こ
ま
る
）
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
村
　
治
彦
（
美
井
元
町
）

大
阪
府
知
事
賞
［
キ
ャ
ベ
ツ
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
井
　
英
明
（
寝
屋
）

九
個
荘
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　
　
　［
さ
と
い
も
］

　
　
　
東
　
　
秀
明
（
仁
和
寺
本
町
）

 

寝
屋
川
市
農
政
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
　
　［
は
く
さ
い
］

　
　
　
濵
　
　
一
博
（
寝
屋
）

 

大
阪
府
農
業
共
済
組
合
組
合
長
賞
　
　
　
　

　
　
　［
キ
ウ
イ
］

　
　
　
瀧
口
　
滿
（
河
北
中
町
）

 
北
河
内
地
区
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
　
　［
さ
つ
ま
い
も
］

　
　
　
奥
野
　
清
一
（
田
井
町
）

 

努
力
賞
　
　
　［
さ
と
い
も
］

　
　
　
畠
中
　
貞
治
（
寝
屋
）

 

努
力
賞
　
　
　［
か
ぶ
ら
］

　
　
　
辻
本
　
　
通
（
寝
屋
）

寝
屋
川
市
議
会
議
長
賞

　
　
　［
パ
プ
リ
カ
］

　
　
　
家
原
　
傅
三
（
寝
屋
）

 

寝
屋
川
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　
　［
玄
米
（
に
こ
ま
る
）
］

　
　
　
枡
井
　
信
仁
（
太
秦
元
町
）

 

北
河
内
地
区
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会
会
長
賞
　
　
　
　
　
　

　
　
　［
大
豆
］

　
　
　
喜
多
　
康
紀
（
木
屋
元
町
）

 

北
河
内
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　
　
　［
し
ょ
う
が
］]

　
　
　
倉
内
　
　
勇
（
高
宮
）

令
和
元
年
度

《
敬
称
略
》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広瀬市長より表彰を受ける中村氏

来場者も投票に参加

上：指導前（遊休農地）
下：指導後（耕作再開）

第 号 ねやがわし農業委員会だより 令和 2 年２月85

2

第 号 ねやがわし農業委員会だより 令和 2 年２月85

5

農地取得時の下限面積を協議
現行どおり20㌃で決定

　本市で農地を取得（賃借含む）する
場合には、現在耕作している農地（小
作により借り受けて耕作している農地
を含む）と新たに取得したい農地の合
算で、20㌃（2,000㎡）以上なければ
なりません。
　この20㌃の下限面積が適正であるの
か、８月に農政企画委員会を開催して
協議し、同月の農業委員会総会におい
て、現行どおりとすることを決定いた
しました。



◎ 農地パトロール実施報告 ……………………………………  (2)

◎ 特定生産緑地・生産緑地追加指定の受付 ………………… (3)

◎ 第38回農業まつり開催報告、賃借料情報 ………………… (4)

◎ 農産物品評会開催報告、下限面積のお知らせ …………… (5)

◎ 元気ファーマーず！訪問記②「高倉水利組合とんど保存会」… (6)

主 な 内 容

令和元年度農地パトロール

　
地
域
の
集
ま
り
の
中
で
、

「
と
ん
ど
焼
き
」
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
声
が
上
が
っ
た
の
が

始
ま
り
で
、
40
年
ぶ
り
に
復

活
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　
復
活
か
ら
今
年
で
11
年
目
と
な
り
、

約
２
５
０
人
が
見
物
に
来
る
ま
で
に

な
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
行
事
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
３
年
目
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
統
行
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
大
と
ん
ど
に
加
え
て
、
干

支
と
ん
ど
も
作
り
ま
し
た
。
始
め
た

頃
は
、
特
撮
も
の
に
出
て
く
る
怪
獣

に
似
せ
た
り
し
、
子
ど
も
た
ち
も
非

常
に
喜
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。

　
保
存
会
は
、
水
利
組
合
が
中
心
と

な
り
、
自
治
会
、Ｊ
Ａ
高
倉
支
部
で
構

成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
18
人
い
ま
す
。

　
第
２
回
目
の
「
元
気
フ
ァ
ー
マ
ー
ず
！
訪
問
記
」

は
、
高
倉
水
利
組
合
と
ん
ど
保
存
会(

小
林
会
長)

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
と
ん
ど
焼
き
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ど
ん
と
焼

き
や
ど
ん
ど
焼
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。）
は
、

１
月
15
日
頃
に
神
社
や
お
寺
で
よ
く
見
か
け
る
、

し
め
縄
や
門
松
な
ど
お
正
月
の
飾
り
物
を
焼
く
行

事
で
、
農
地
で
行
う
こ
と
は
最
近
で
は
め
ず
ら
し

く
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
同
保
存
会
で
は
「
と
ん

ど
焼
き
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

元気ファーマー　

訪問記　 第２回
ず！

　
と
ん
ど
焼
き
の
当
日
に
、
朝
か
ら

大
と
ん
ど
を
作
り
上
げ
ま
す
が
、
干

支
と
ん
ど
は
、
年
末
に
３
日
ほ
ど
か

け
て
作
り
ま
す
。

　
し
め
縄
を
投
入
し
た
大
と
ん
ど
を

燃
や
し
、
恵
方
に
倒
す
時
は
、
非
常

に
迫
力
が
あ
り
、
見
物
人
か
ら
歓
声

と
拍
手
が
上
が
る
ほ
ど
で
、
感
動
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
で
11
年
目
。
始
め
た
頃
９
歳

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
成
人
を
迎

え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
た

ち
が
こ
の
地
域
の
伝
統
行
事
を
引
き

継
い
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

  「
高
倉
と
ん
ど
焼
き
」に
つ
い
て
は
、

高
倉
水
利
組
合
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
は
高
倉
地
区
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
地
区
の
農
家
数
は
、
他
の
地

区
と
比
較
し
て
も
決
し
て
多
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
水
利
組
合
が
行
う

朝
市
「
高
倉
と
れ
と
れ
青
空
市
場
」

や
今
回
取
材
を
し
た
「
高
倉
と
ん

ど
焼
き
」
な
ど
、
地
域
協
働
は
活

発
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
取
材
を
行
い
、
改
め
て
貴

重
な
農
地
を
守
る
立
場
と
し
て
、

高
倉
地
区
の
多
彩
な
取
り
組
み
は
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
み

を
是
非
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

編
集
後
記

今年の干支の子（ねずみ）とんど

市本庁舎ロビーにも展示

都 市 農 地 育 て 豊 か な ま ち づ く り

ねやがわし
農業委員会だより

第 8 5 号
発　　行

寝 屋 川 市 農 業 委 員 会

寝屋川市本町１番１号
（事 務 局）

TEL 072（825）2746（直通）
FAX 072（825）2638

メールアドレス ： noui@city.neyagawa.osaka.jp

はちかづきちゃん ねや丸くん
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